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１ 事業の目的 

⑴ 現行のごみ処理体系 

神河町と市川町のごみを処理している中播北部クリーンセンターは、地元区との協定に

より、稼働できる期間が最長で令和10年３月末までとなっています。また、福崎町と姫路

市の一部区域のごみを処理しているくれさかクリーンセンターは、施設の老朽化により、

令和３年度末に焼却炉を稼働停止し、令和４年度からは姫路市市川美化センターで焼却処

理を行っています。 

こうした状況を踏まえ、神河町、市川町、福崎町の３町で構成する中播北部行政事務組

合（以下「本組合」という。）は、令和４年３月に神崎郡ごみ処理施設整備基本計画（以

下「本計画」という。）を策定し、令和10年４月から神河町、市川町、福崎町の3町による

ごみ処理広域化及び新ごみ処理施設の整備・運営を計画しています。 

既存施設である中播北部クリーンセンター及びくれさかクリーンセンターの概要を図表

－１～図表－３に示します。中播北部クリーンセンター、くれさかクリーンセンターはと

もに、可燃ごみ処理施設とリサイクル施設の両方の機能を備えています。 

 

図表－１ 既存施設の概要（可燃ごみ処理施設） 

施設名称 施設規模 処理方式 竣工年月 

中播北部 

クリーンセンター 

27ｔ／日 

（1日8時間運転） 
燃料化 平成15年3月 

くれさか 

クリーンセンター 

80ｔ／日 

（1日16時間運転） 
准連続燃焼式 平成8年3月 

 

図表－２ 既存施設の概要（リサイクル施設） 

  

施設名称 施設規模 処理方式 竣工年月 

中播北部 

クリーンセンター 

10ｔ／日 

（1日5時間運転） 
選別、圧縮梱包他 平成15年12月 

くれさか 

クリーンセンター 

破砕処理：17ｔ／日 

切断処理：1ｔ／日 

（1日5時間運転） 

粗大ごみ処理 

（破砕、切断） 
平成8年3月 
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２ 施設規模の算定 

⑴処理対象ごみ 

新ごみ処理施設で処理するごみは、以下のとおりとなります。 

ア エネルギー回収施設 

（ｱ）直営・委託業者収集ごみ、住民・許可業者の持込ごみ 

燃えるごみ 

（ｲ）リサイクル施設の資源化物選別後の選別可燃残渣 

 

イ リサイクル施設 

直営・委託業者収集ごみ、住民・許可業者の持込ごみ 

・空カン 

・空ビン 

・ペットボトル 

・容器包装プラスチック 

・製品プラスチック 

・破砕処理対象物（不燃ごみ+粗大ごみ） 

 

⑵ 処理対象ごみ量 

本計画より施設供用開始から７年間を超えない範囲において、最大の処理量となる処理

対象ごみ量を図表―４に示します。 

図表―４ 処理対象ごみ量 

分別区分 搬入量（令和10年度） 

エネルギー回収施設 10,631ｔ／年 

 燃えるごみ 9,993ｔ／年 

 選別可燃残渣 638ｔ／年 

リサイクル施設 1,981ｔ／年 

 空カン・空ビン 390ｔ／年 

 ペットボトル 37ｔ／年 

 容器包装プラスチック 65ｔ／年 

 製品プラスチック 95ｔ／年 

 破砕処理対象物（不燃ごみ+粗大ごみ） 1,394ｔ／年 
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⑶施設規模 

新ごみ処理施設の施設規模は、本計画から以下のようになります。 

 

ア エネルギー回収施設 

年間稼働日数は280日／年、調整稼働率は0.96とします。 

また、施設規模の10％を災害廃棄物対応量として見込みます。 

 

施設規模（ｔ／日）＝29.1（ｔ／日）÷0.767÷0.96×110％＝43.5（ｔ／日） 

         ≒44（ｔ／日） 

 

 

イ リサイクル施設 

中播北部クリーンセンターの年間稼働停止日数は112日、くれさかクリーンセンターの

年間稼働停止日数は108日であったことから、新ごみ処理施設の稼働停止日数を110日（

実稼働率：0.699）として施設規模を算出します。 

リサイクル施設の処理量・施設規模を図表―５に示します 

 

施設規模（ｔ／日）＝ 計画年間日平均処理量×計画月最大変動係数÷実稼働率 

 

図表－５ リサイクル施設の処理量・施設規模 

品 目 

計画年間 

処理量 

（ｔ／年） 

計画年間 

日平均処理量 

（ｔ／日） 

計画月最大 

変動係数※ 

実稼 

働率 

施設規模 

（ｔ／日） 

空カン・空ビン 390 1.07 1.29 0.699 2.0 

ペットボトル 37 1.10 1.65 0.699 0.2 

容器包装プラスチック 65 0.18 1.25 0.699 0.3 

製品プラスチック 95 0.26 1.25 0.699 0.5 

破砕処理対象物 1,394 3.82 1.66 0.699 9.1 

合計 1,981 ― ― ― 12.1 

 

 

  

エネルギー回収施設処理能力：44ｔ／日 

リサイクル施設処理能力：12.1ｔ／日 
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３ 費用対効果の分析 

新ごみ処理施設の建設が費用対効果の面で有効であるか否かを検討するため、費用対効

果分析を行いました。 

新ごみ処理施設を建設しない場合、これらの処理対象物は代替措置として、効率的な運

搬を行うため中継施設を整備した上で、民間の一般廃棄物処理施設で委託処理を行うこと

として効果の計測を行いました。 

 

４ 分析の対象期間 

新ごみ処理施設の工事完了後からの稼働予定期間を考慮して、2024（令和６）年度を起

点として工事期間を４年間、稼働期間を20年間とした計24年間を対象期間としました。 

 

５ 社会的割引率 

４％とします。 

 

６ 費用の計測 

⑴処理対象ごみ量 

分析対象期間内における処理対象ごみ量は、本計画からの推計とします。 

⑵対象とする費用 

対象とする費用は施設本体工事に係る施設建設費、新ごみ処理施設の整備事業の竣工

以降の維持管理費及び処理残渣等の処分費及び資源の売却費とします。 

⑶試算条件 

試算条件は以下の通りとします。 

ア エネルギー回収施設 

(ｱ)施設建設費：5,653,000千円（税込） 

複数の事業者見積を参考にエネルギー回収施設の年度別事業費は図表－６のように設

定します。 

図表－６ エネルギー回収施設の年度別施設建設費（税込） 

年度 施設建設費 施工率 

2024（令和６）年度    0千円 0％ 

2025（令和７）年度 565,300千円 10％ 

2026（令和８）年度 2,261,200千円 40％ 

2027（令和９）年度 2,826,500千円 50％ 

合計 5,653,000千円 100％ 
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(ｲ)維持管理費 

複数の事業者見積を参考にエネルギー回収施設の維持管理費は図表－７のように設定

します。 

図表－７ エネルギー回収施設の維持管理費（税込） 

項目 費用 備考 

維持管理費※１ 116,402千円／年 20年間の平均値 

人件費 96,000千円／年 24名×4,000千円／年 

用役費※２ 123,970千円／年 20年間の平均値 
※１評価表における点検補修費及び用役費は『ＤＢ＋Ｏ方式』による低減を見込んでいる（2.5％）。 
※２評価表における用役費は各年の処理量に応じて比例按分を行った。 

 

イ リサイクル施設 

(ｱ)施設建設費：2,822,000千円（税込） 

複数の事業者見積を参考にリサイクル施設の年度別事業費は図表－８のように設定し

ます。 

図表－８ リサイクル施設の年度別施設建設費（税込） 

年度 施設建設費 施工率 

2024（令和６）年度    0千円 0％ 

2025（令和７）年度 282,200千円 10％ 

2026（令和８）年度 1,128,800千円 40％ 

2027（令和９）年度 1,411,000千円 50％ 

合計 2,822,000千円 100％ 

(ｲ)維持管理費 

複数の事業者見積を参考にリサイクル施設の維持管理費は、図表－９のように設定し

ます。 

図表－９ リサイクル施設の維持管理費（税込） 

項目 費用 備考 

維持管理費※１ 20,735千円／年 20年間の平均値 

人件費 36,000千円／年 ９名×4,000千円／年 

用役費※２ 770千円／年 20年間の平均値 
※１評価表における点検補修費及び用役費は『ＤＢ＋Ｏ方式』による低減分を見込んでいる（2.5％）。 
※２評価表における用役費は各年の処理量に応じて比例按分を行った。 
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(ｳ) 資源物の売却費、不燃残渣
さ

及び焼却残渣
さ

の処分費 

資源物としてペットボトル、容器包装プラについては、容器包装リサイクル協会ルー

トで再商品化し、その他の資源物は、民間の資源化業者に売却します。可燃残渣
さ

は、エ

ネルギー回収施設で焼却処理し、ばいじん及び焼却残渣
さ

は、大阪湾フェニックスセンタ

ーへの埋立処分及びセメント原料化を行います。各資源物の再商品化委託費、売却費、

ばいじん及び焼却残渣の処分費は図表－10のように設定します。 

 

図表－10 各資源物の再商品化委託費、売却費、ばいじん及び焼却残渣の処分費（税込） 

種類 費用（運賃込） 備考 

容器包装プラスチック 583円／ｔ 

容器包装リサイクル協会における2022

（令和４）年度再商品化委託単価 

製品プラスチック 58,300円／ｔ 

ペットボトル 0円／ｔ 

ビン（無色） 281円／ｔ 

ビン（茶色） 950円／ｔ 

ビン（その他） 2,077円／ｔ 

紙類 -12,000円／ｔ 

近年の実績より設定 

有償で売却できるものはマイナス表記 

アルミ缶 -165,000円／ｔ 

スチール缶 -23,100円／ｔ 

鉄類 -15,400円／ｔ 

ばいじん及び焼却残渣
さ

 

埋立処分費 

大阪湾フェニックスセンター 

13,900円／ｔ ばいじん及び焼却残渣
さ

処分費 
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７ 便益の計測 

⑴ 処理とする効果 

対象とする効果は、エネルギー回収施設及びリサイクル施設の処理対象物を民間の処

理施設に委託して処理処分を行う場合の費用になります。燃えるごみは、処理委託先が

遠方のため中継施設を建設し、10ｔ車に積み替えて運搬します。 

資源ごみは、現状の資源化費用に運搬費を見込みます。なお、2028（令和10）年３月

までは現状の処理を続けるため、委託処理費は発生しないものとします。 

 

⑵試算条件 

試算条件は以下のように設定します。 

 

ア 中継施設の建設・運営及びストックヤードの建設 

中継施設は燃えるごみを対象として建設・運営を行います。 

直接資源化を行っていた資源物についてはストックヤードを整備します。 

中継施設の建設、運営及びストックヤードの建設にかかる費用は図表－11のように設

定します。 

図表―11  中継施設等の建設、運営費（税込） 

項目 費用 備考 

建設費 3,234,000千円 
事業者見積を参考に設定 

2026～2027（令和８～９）年度工事 

維持管理費※１ 120,186千円／年 
メーカ見積（設定20年間）を参考に算出 

人件費、維持補修費、用役費を含む 

汚水処理費用 33千円／ｔ 

中継施設建設を新ごみ処理施設建設予定地

と想定し、汚水処理の外部委託処理を想定 

単価は酸・アルカリ処理費を見込む 

調査・設計費用 50,000千円 

計画設計発注支援 

【中継施設、ストックヤード】 

（コンサル発注） 

2025（令和７年）度 50,000千円 

ストックヤード整備

費用 
88,000千円 類似設計実績から設定 

ストックヤード管理

人件費 
16,000千円／年 ４名×4,000千円／年 

※１評価表における維持管理費は『ＤＢ＋Ｏ方式』による低減を見込んでいる（2.5％）。 
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イ 運搬費 

運搬費は、民間業者のヒアリング調査より10ｔ車による18㎥コンテナを使用した運搬

を想定します。 

燃えるごみ及び大型ごみの中継施設経由での運搬費は図表－12のように設定します。 

図表－12  運搬費（税込） 

品目 運搬費 備考 

燃えるごみ 15,600円／ｔ  

比重 0.3を想定 

18㎥× 0.3ｔ／㎥＝ 5.4ｔ 

１車の運搬費8.5万円 

8.5万円／ 6ｔ＝1.42万円／ｔ 

1.42× 1.1＝1.56万円／ｔ 

大型ごみ 34,600円／ｔ  

比重 0.15を想定 

18㎥×0.15ｔ／㎥＝ 2.7ｔ 

１車の運搬費8.5万円 

8.5万円／ 2.7ｔ＝3.148万円／ｔ 

3.148× 1.1＝3.46万円／ｔ 

運搬費 10ｔ車１台 85,000円／台  
市川町～三重県内を想定 

民間処理事業者へのヒアリング 

 

ウ 処理委託費 

民間処理事業者からのヒアリング調査により処理委託費は、図表－13のように設定し

ます。 

図表－13  処理委託費（税込） 

品目 処理委託費 備考 

燃えるごみ 39,600円／ｔ 
民間処理事業者へのヒアリング 

処分先：三重県内民間処理事業者想定 燃えないごみ 39,600円／ｔ 
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⑵ 資源物 

資源物の処理委託費は図表－14のように設定します。 

 

図表－14 資源物の処理委託費（税込） 

 費用（運賃込） 備考 

資
源
物 

ビン（無色） 281円／ｔ 容器包装リサイクル協会におけ

る2022（令和４）年度再商品化

委託単価 

ビン（茶色） 950円／ｔ 

ビン（その他） 2,077円／ｔ 

紙類 -12,000円／ｔ 
近年の実績より設定 

有償で売却できるものはマイナ

ス表記 

アルミ缶 -165,000円／ｔ 

スチール缶 -23,100円／ｔ 

鉄類 -15,400円／ｔ 

ペットボトル 

（未処理） 
5,500円／ｔ 

独自ルートの費用とした容器包

装リサイクル協会の再商品化実

施委託単価を見込む 

容器包装プラ 

（未処理） 
583円／ｔ 

製品プラ 58,300円／ｔ 

 

８ 事業の評価 

前述の「６費用の計測」「７便益の計測」より本事業の評価を図表-15に示します。2042

（令和24）年度（施設供用開始から15年目）において費用便益比（Ｂ／Ｃ）が１を上回っ

たことから、費用対効果面で有効となります。 

なお、分析対象期間の最終年（2047（令和29）年度：施設供用開始から20年目）におけ

る費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、1.098となります。 
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割引率ｒ

施設規模 44.0 ｔ/日

施設規模 12.1 ｔ/日

ごみ量等 10,631 ｔ/年(R6)

1,981 ｔ/年(R6)

増加率 不定形 ％ 人件費
5,653,000 千円 ×0.9

（単価） 128,477 千円/規模ｔ

2,822,000 千円 ×0.9
（単価） 233,223 千円/規模ｔ 0

エネルギー回収施設 96,000 千円/年 20
リサイクル施設 36,000 千円/年 9
エネルギー回収施設 116,402 千円/年

リサイクル施設 20,735 千円/年

エネルギー回収施設 123,970 千円/年

リサイクル施設 770 千円/年

容器包装ﾌﾟﾗ 0.583 千円/t

製品プラ 58.3 千円/t

ペットボトル 0 千円/t

びん（白） 0.281 千円/t

びん（茶） 0.950 千円/t

びん（その他） 2.077 千円/t

紙類 -12.0 千円/t

アルミ -165.0 千円/t

スチール -23.1 千円/t

鉄類 -15.4 千円/t

売電収益 0 千円/年

造成費用 700,000 千円

大阪湾フェニックス委託費

13.90 千円/灰ｔ

セメント資源化費用（運賃込み）-焼却灰- 22.00 千円/灰ｔ

中継施設 建設費 3,234,000 千円 新明和見積×0.9

維持管理費（人件費含む） 120,186 千円/年 新明和見積×0.9
造成費用 700,000 千円

可燃ごみ処理費用 39.600 千円/ごみｔ

大型ごみ処理費用（大型ごみ、金属） 39.600 千円/ごみｔ

資源化費用 紙類 -12.0 千円/ごみｔ

アルミ -165.0 千円/ごみｔ

スチール -23.1 千円/ごみｔ

鉄類 -15.4 千円/ごみｔ

びん（白） 0.281 千円/ごみｔ

びん（茶） 0.950 千円/ごみｔ

びん（その他） 2.077 千円/ごみｔ

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 5.500 千円/ごみｔ

プラ製容器包装 0.58 千円/ごみｔ

製品プラ 58.30 千円/ごみｔ

ストックヤード建設費 88,000 千円

ストックヤード人件費 16,000 千円/年 3
調査設計費用 50,000 千円

汚水処理費 33.0 千円/ｔ ｍ３ 0 0
運搬委託費（可燃ごみ） 15.600 千円/ごみｔ

運搬委託費（大型ごみ） 34.600 千円/ごみｔ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29

年ｊ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

換算係数(1+r)^(j-1) 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

処理対象量（エネルギー回収施設） 0 0 0 0 10,631 10,479 10,327 10,245 10,107 9,997 9,887 9,804 9,661 9,544 9,428 9,337 9,195 9,079 8,962 8,870 8,730 8,613 8,497 8,404

　　燃えるごみ処理量(t) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　選別可燃残渣(t) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

処理対象量（リサイクル施設） 0 0 0 0 1981 1953 1924 1909 1883 1863 1842 1827 1800 1778 1757 1740 1713 1692 1670 1653 1627 1605 1583 1566

熱エネルギー回収施設建設費(千円)（0％、10%、40％、50％） 0 565,300 2,261,200 2,826,500 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

維持管理費（千円） 0 0 0 0 4,400 4,400 4,400 131,890 82,280 161,920 80,740 168,300 135,520 179,080 89,540 179,080 57,640 131,340 179,080 179,080 56,540 179,080 144,650 179,080

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

リサイクル施設建設費（千円）（0％、10%、40％、50％） 0 282,200 1,128,800 1,411,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

維持管理費（千円） 0 0 0 0 0 0 0 25,190 26,290 29,920 29,920 29,920 17,820 25,520 11,660 29,920 11,660 29,920 29,920 29,920 11,660 29,920 15,620 29,920

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

造成費用（千円） 700,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

プラ製容器包装 0 0 0 0 38 37 37 37 36 36 35 35 34 34 34 33 33 32 32 32 31 31 30 30

製品プラ 0 0 0 0 5,539 5,459 5,380 5,337 5,266 5,208 5,151 5,108 5,033 4,972 4,912 4,864 4,790 4,730 4,669 4,621 4,548 4,487 4,427 4,378

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

びん 0 0 0 0 243 239 236 234 231 228 226 224 221 218 215 213 210 207 205 203 199 197 194 192

缶（有償） 0 0 0 0 -11,211 -11,051 -10,891 -10,804 -10,659 -10,542 -10,427 -10,339 -10,188 -10,065 -9,943 -9,846 -9,697 -9,574 -9,451 -9,355 -9,206 -9,084 -8,961 -8,862

紙類（有償） 0 0 0 0 -4,968 -4,897 -4,826 -4,788 -4,723 -4,672 -4,620 -4,582 -4,515 -4,460 -4,406 -4,363 -4,297 -4,243 -4,188 -4,145 -4,080 -4,025 -3,971 -3,927

鉄類（有償） 0 0 0 0 -5,782 -5,700 -5,617 -5,573 -5,498 -5,438 -5,378 -5,333 -5,255 -5,191 -5,128 -5,079 -5,001 -4,938 -4,875 -4,825 -4,748 -4,685 -4,622 -4,571

アルミ類（有償） 0 0 0 0 -5,013 -4,941 -4,869 -4,831 -4,766 -4,714 -4,662 -4,623 -4,555 -4,500 -4,445 -4,403 -4,336 -4,281 -4,226 -4,183 -4,116 -4,061 -4,007 -3,963

埋立処分 焼却灰（セメント資源化） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

フェニックス 0 0 0 0 14,777 14,566 14,355 14,241 14,049 13,896 13,743 13,628 13,429 13,266 13,105 12,978 12,781 12,620 12,457 12,329 12,135 11,972 11,811 11,682

埋立処分費用計 0 0 0 0 14,777 14,566 14,355 14,241 14,049 13,896 13,743 13,628 13,429 13,266 13,105 12,978 12,781 12,620 12,457 12,329 12,135 11,972 11,811 11,682

資源化費用計 0 0 0 0 -21,155 -20,853 -20,551 -20,387 -20,113 -19,893 -19,675 -19,509 -19,224 -18,992 -18,762 -18,579 -18,298 -18,066 -17,834 -17,652 -17,372 -17,141 -16,909 -16,723

人件費（千円） 0 0 0 0 132,000 132,000 132,000 132,000 132,000 132,000 132,000 132,000 132,000 132,000 132,000 132,000 132,000 132,000 132,000 132,000 132,000 132,000 132,000 132,000

点検補修費（千円） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

用役費(千円) 0 0 0 0 124,740 124,740 124,740 124,740 124,740 124,740 124,740 124,740 124,740 124,740 124,740 124,740 124,740 124,740 124,740 124,740 124,740 124,740 124,740 124,740

最終処分費（千円） 0 0 0 0 14,777 14,566 14,355 14,241 14,049 13,896 13,743 13,628 13,429 13,266 13,105 12,978 12,781 12,620 12,457 12,329 12,135 11,972 11,811 11,682

費用合計(千円) 700,000 847,500 3,390,000 4,237,500 250,362 250,453 250,544 250,594 250,676 250,743 250,808 250,859 250,945 251,014 251,083 251,139 251,223 251,294 251,363 251,417 251,503 251,571 251,642 251,699

費用現在価値合計(千円) 700,000 814,904 3,133,087 3,766,667 213,985 205,795 198,059 190,421 183,109 176,207 169,465 163,001 156,742 150,759 144,967 139,444 134,129 129,001 124,069 119,325 114,789 110,387 106,178 102,109

Cost累計(千円) 700,000 1,514,904 4,647,991 8,414,658 8,628,643 8,834,438 9,032,497 9,222,918 9,406,027 9,582,234 9,751,699 9,914,700 10,071,442 10,222,201 10,367,168 10,506,612 10,640,741 10,769,742 10,893,811 11,013,136 11,127,925 11,238,312 11,344,490 11,446,599

可燃性ごみ量 燃えるごみ（ｔ） 0 0 0 0 10,631 10,479 10,327 10,245 10,107 9,997 9,887 9,804 9,661 9,544 9,428 9,337 9,195 9,079 8,962 8,870 8,730 8,613 8,497 8,404

大型ごみ量 大型ごみ（ｔ） 0 0 0 0 1,981 1,953 1,924 1,909 1,883 1,863 1,842 1,827 1,800 1,778 1,757 1,740 1,713 1,692 1,670 1,653 1,627 1,605 1,583 1,566

資源ごみ処理に係る費用 合計（千円） 0 0 0 0 -10,156 -10,007 -9,862 -9,785 -9,653 -9,547 -9,443 -9,364 -9,226 -9,115 -9,005 -8,917 -8,781 -8,670 -8,559 -8,473 -8,336 -8,226 -8,115 -8,026

容器包装ﾌﾟﾗ（千円） 0 0 0 0 38 38 37 37 37 36 36 35 35 34 34 34 33 33 32 32 32 31 31 30

びん（千円） 0 0 0 0 243 243 239 236 234 231 228 226 224 221 218 215 213 210 207 205 203 199 197 194

缶（千円） 0 0 0 0 -11,211 -11,051 -10,891 -10,804 -10,659 -10,542 -10,427 -10,339 -10,188 -10,065 -9,943 -9,846 -9,697 -9,574 -9,451 -9,355 -9,206 -9,084 -8,961 -8,862

紙類（千円） 0 0 0 0 -4,968 -4,897 -4,826 -4,788 -4,723 -4,672 -4,620 -4,582 -4,515 -4,460 -4,406 -4,363 -4,297 -4,243 -4,188 -4,145 -4,080 -4,025 -3,971 -3,927

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ（千円） 0 0 0 0 204 201 198 196 193 191 189 188 185 183 180 179 176 174 172 170 167 165 163 161

中継施設建設に係る費用 建設費（千円） 0 0 1,617,000 1,617,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

維持管理費（千円） 0 0 0 0 120,186 120,186 120,186 120,186 120,186 120,186 120,186 120,186 120,186 120,186 120,186 120,186 120,186 120,186 120,186 120,186 120,186 120,186 120,186 120,186

造成費用（千円） 700,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ストックヤード建設費（千円） 0 0 0 88,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ストックヤード人件費（千円） 0 0 0 0 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000

排水処理費（千円） 0 0 0 0 75,900 75,900 75,900 75,900 75,900 75,900 75,900 75,900 75,900 75,900 75,900 75,900 75,900 75,900 75,900 75,900 75,900 75,900 75,900 75,900

設計調査費（千円） 0 50,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

可燃系ごみ処理委託費(千円) 0 0 0 0 420,988 414,968 408,949 405,702 400,237 395,881 391,525 388,238 382,576 377,942 373,349 369,745 364,122 359,528 354,895 351,252 345,708 341,075 336,481 332,798

大型ごみ処理委託費（千円） 0 0 0 0 78,448 77,339 76,190 75,596 74,567 73,775 72,943 72,349 71,280 70,409 69,577 68,904 67,835 67,003 66,132 65,459 64,429 63,558 62,687 62,014

資源ごみ処理委託費（千円） 0 0 0 0 -10,156 -10,007 -9,862 -9,785 -9,653 -9,547 -9,443 -9,364 -9,226 -9,115 -9,005 -8,917 -8,781 -8,670 -8,559 -8,473 -8,336 -8,226 -8,115 -8,026

収集運搬費(千円) ― ― ― ― 234,386 67,574 66,570 66,051 65,152 64,460 63,733 63,214 62,280 61,519 60,792 60,204 59,270 58,543 57,782 57,194 56,294 55,533 54,772 54,184

便益合計(千円) 700,000 50,000 1,617,000 1,705,000 935,751 761,960 753,934 749,650 742,389 736,655 730,844 726,524 718,996 712,841 706,800 702,022 694,532 688,491 682,336 677,518 670,181 664,025 657,911 653,056

便益現在価値合計(千円) 700,000 48,077 1,494,455 1,515,556 799,787 626,097 595,995 569,643 542,286 517,677 493,814 472,075 449,092 428,133 408,083 389,796 370,812 353,435 336,790 321,556 305,879 291,367 277,600 264,931

Benefit累計(千円) 700,000 748,077 2,242,532 3,758,088 4,557,875 5,183,972 5,779,967 6,349,610 6,891,896 7,409,573 7,903,387 8,375,462 8,824,554 9,252,687 9,660,770 10,050,566 10,421,378 10,774,813 11,111,603 11,433,159 11,739,038 12,030,405 12,308,005 12,572,936

Ｂ/Ｃ 1.000 0.494 0.482 0.447 0.528 0.587 0.640 0.688 0.733 0.773 0.810 0.845 0.876 0.905 0.932 0.957 0.979 1.000 1.020 1.038 1.055 1.070 1.085 1.098

（リサイクル施設)
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4%
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図表―15 事業の評価 


